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万
葉
集
の
雁
考

は
じ
め
に

万
葉
集
に
は
数
多
く
の
鳥
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
中
西
悟
堂
氏
「
万
葉
集

の
動
物
二
」
(
『
万
葉
集
大
成

8
』
平
凡
社
・
一
九
五
三
年
)
が
、

万
葉
集
全
二
十
巻
、
四
五
一
六
首
の
中
か
ら
、
鳥
及
び
鳥
に
関
係
あ

る
名
詞
の
件
数
を
拾
ひ
上
げ
て
見
る
と
、
五
八
九
件
、
即
ち
一
三
・

O
四
%
に
及
ん
で
ゐ
る
の
は
、
万
葉
人
に
あ
っ
て
は
烏
は
単
に
自
然

の
景
物
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
特
に
相
聞
に
関
与
し
て
の
大
き
い

条
件
で
あ
っ
た
か
ら
で
、
恋
愛
の
ほ
か
に
も
人
事
を
鳥
に
寄
せ
て
詠

ん
だ
歌
が
多
い
。

と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
雁
、
鷲
、
鶴
、
鴨
な
ど
三
十
種

類
以
上
の
烏
が
自
然
の
景
物
と
し
て
、
あ
る
い
は
恋
愛
、
人
事
と
か
か
わ

り
な
が
ら
詠
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
雁
は
巻
八
と
巻
十
の
「
秋
雑
歌
」
に
、

穂
田
を
脳
科
柑
暗
け
く
に
夜
の
ほ
ど
ろ
に
も
鳴

秋
の
日
の

万
葉
集
の
雁
考

我

が

や

ど

に

今

夜

鳴

く

な

り

国

へ

か

も

行

く

(

叩

・

二

一

三

匂

と
、
空
を
飛
ん
で
い
る
例
や
鳴
く
例
を
中
心
に
三
十
七
首
存
在
す
る
。
渡

り
鳥
で
あ
る
雁
は
、
日
本
に
は
、
秋
に
北
の
方
か
ら
飛
来
し
、
春
に
は
北

に
帰
る
。
こ
の
よ
う
な
渡
り
鳥
に
は
他
に
鴨
が
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
鴨
は

巻
八
と
巻
十
の
「
秋
雑
歌
」
に
一
首
も
歌
わ
れ
て
い
な
い
。

一
方
、
巻
固
と
巻
十
一
・
十
こ
に
は
、

恋
ひ
つ
つ
あ
ら
ず
は

秋稲ひき
風田さ渡
に雁lかる
がlたか
大ね|のも
和

越
ゆ
る

雨
間
も
置
か
ず雁

が
ね
は

Jコ
つ

鳴
き
し
劇
洲
刈

よ
そ
闘に
に居
あて
ら
ま
し
を

ふ

キト雲
隠
り

雲
の
上
に

喜

淑

8
・
一
五
三
九

鳴
き
そ
行
く
な
る

早

(
8
・
一
五
六
六
)

い
や
遠
ざ
か
る
雲
隠
り

(
叩
・
二
一
一
一
八

君
が
家
の

池
に
住
む
と
い

4
・
七
二
六

一
一
七



恋
ふ
れ
に
か
あ
ら
む

闘
の
浮
き
寝
の

我
妹
子
に

安
け
く
も
な
き

闘
す
ら
も
己
が
つ
ま
ど
ち

と

い

ふ

も

の

を

(

ロ

・

三

O
九
こ

の
よ
う
に
、
鴨
が
恋
情
と
か
か
わ
っ
て
歌
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

こ
の
巻
四
と
巻
十
一
・
十
二
に
雁
は
一
例
も
な
く
、
対
照
的
な
様
相
を
示

す
。
万
葉
集
の
雁
と
鴨
を
分
析
し
た
先
行
研
究
に
東
光
治
氏
「
雁
考
」
(
『
続

万
葉
集
動
物
考
』
人
文
書
院
・
一
九
四
三
年
)
が
あ
る
。
東
論
文
の
結
論

は
次
の
よ
う
に
要
約
で
き
る
。

ア
、
雁
は
鴨
に
比
較
し
て
体
が
遥
か
に
大
き
く
、
雁
類
特
有
の
所
謂

雁
行
と
い
う
飛
び
方
を
な
し
て
鳴
き
渡
る
状
態
が
、
万
葉
人
に

注
目
さ
れ
た
。

沖
に
住
む

(
日
・
二
八

O
六

あ
さ
り
し
て

恋
A、

後
る
る
問
に

イ
、
雁
の
歌
に
は
声
を
詠
ん
だ
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
鴨
の
歌

で
は
そ
の
声
を
詠
ん
だ
も
の
が
な
い
。
雁
の
鳴
声
が
興
味
を
引

い
た
の
で
あ
る
が
、
鴨
の
平
凡
な
鳴
声
に
は
耳
を
傾
け
ら
れ
な

か
っ
た
。

ゥ
、
鴨
の
方
は
カ
ル
ガ
モ
を
初
め
、
マ
ガ
モ
、
コ
ガ
モ
、
ヲ
シ
ド
リ

な
ど
当
時
内
地
の
各
所
に
繁
殖
す
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
季
節

的
変
異
が
著
し
く
な
か
っ
た
。

東
論
文
で
は
、
雁
は
盛
ん
に
季
節
的
観
念
と
し
て
歌
わ
れ
、
鴨
は
季
節

一
一
八

的
観
念
と
し
て
歌
わ
れ
な
か
っ
た
と
す
る
。
集
中
の
雁
の
歌
を
み
る
と
、

た
し
か
に
束
論
文
の
指
摘
通
り
、
多
く
の
歌
に
飛
ん
で
い
る
雁
が
詠
ま
れ

て
い
る
。
月
夜
や
秋
空
を
V
字
形
に
鳴
き
渡
る
雁
は
、
人
々
の
注
目
す
る

的
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
日
本
で
卵
を
生
ま
な
い
雁
に
比
べ
て
、

鴨
に
は
一
年
中
日
本
に
棲
息
す
る
夏
鴨
が
お
り
、
更
に
、
集
中
の
鴨
の
歌

に
は
渡
り
や
季
節
的
変
化
が
ほ
と
ん
ど
詠
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
点
か
ら

も
束
論
文
は
首
肯
で
き
る
。

結
局
、
束
論
文
の
要
点
は
、
雁
と
鴨
の
習
性
の
違
い
に
よ
り
、
雁
の
み

が
注
目
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
雁
と
鴨
と
の

歌
わ
れ
方
の
違
い
を
習
性
の
違
い
の
み
に
求
め
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

雁
は
、
歌
が
四
季
分
類
さ
れ
て
い
る
巻
八
と
巻
十
の
「
秋
雑
歌
」
に
は
詠

ま
れ
で
も
、
相
聞
の
巻
で
あ
る
巻
四
と
巻
十
一
・
十
三
に
は
詠
ま
れ
る
こ

と
が
な
く
、
鴨
(
あ
ぢ
も
含
め
て
)
は
、
雁
と
は
逆
に
巻
四
と
巻
十
一
・
十

二
の
「
相
聞
」
に
は
詠
ま
れ
で
も
、
巻
八
と
巻
十
の
「
秋
雑
歌
」
に
は
詠

ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
顕
著
な
傾
向
(
左
表
参
照
)
は
、
単
に
習
性
だ
け
で

鴨 雁
部立
巻

て

4 I 0 相聞 巻四

o I 12 雑歌
巻}¥ 

相聞1 I 1 

。25 雑歌
巻十

相聞。3 

4 。相聞 巻

2 I 0 相聞 巻十

一



は
説
明
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
集
中
に
詠
ま
れ
て
い
る
雁
の
歌
を
分
析
し
、
鴨
の

歌
と
比
較
し
て
み
る
。
そ
し
て
、
雁
と
鴨
の
歌
わ
れ
方
の
違
う
点
に
つ
い

て
、
東
論
文
の
指
摘
す
る
習
性
以
外
の
原
因
を
探
っ
て
み
た
い
。
ま
た
、

こ
う
し
た
分
析
を
通
じ
て
、
万
葉
集
に
お
け
る
雁
の
位
置
づ
け
を
考
え
て

み
る
こ
と
に
す
る
。

雁
の
秋
の
歌

右
の
表
は
、
雁
が
詠
ま
れ
て
い
る
歌
を
季
節
毎
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
が
、
他
の
季
節
に
比
べ
て
秋
の
歌
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
、
春
の
歌
四
首
は
い
ず
れ
も
第
四
期
に
作
ら
れ
た
帰
雁
を
詠
ん
だ
も

の
で
、
集
中
の
雁
の
歌
六
十
六
首
中
五
十
八
首
が
秋
の
歌
で
あ
る
こ
と
か
ら

す
る
と
、
特
殊
で
あ
る
と
い
う
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
帰
雁
の
歌
は
例

外
と
し
て
、
雁
の
歌
わ
れ
た
秋
の
歌
を
更
に
詳
し
く
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
雁
が
「
色
付
く
」
、
「
も
み
つ
」
と
か
か
わ
っ
て
詠
ま
れ
て
い
る

歌
は
十
五
首
あ
る
。
多
く
の
歌
に
お
い
て
、
雁
の
鳴
き
声
を
聞
き
、
山
や

草
、
葉
な
ど
が
「
色
付
く
」
と
歌
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
十
五
首
中
五
首
に
、

万
葉
集
の
雁
考

(
叩
・
二
一
九
五
)

の
よ
う
に
「
な
へ
に
」
が
用
い
ら
れ
、
「
な
へ
に
」
に
よ
っ
て
二
つ
の
も
の
、

つ
ま
り
、
「
雁
の
声
」
と
「
色
付
く
」
が
結
ば
れ
、
雁
の
声
そ
の
も
の
が
「
色

付
き
」
を
せ
き
た
て
て
い
る
よ
う
に
歌
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

鴨
が
「
も
み
つ
」
、
「
色
付
く
」
と
か
か
わ
っ
て
詠
ま
れ
て
い
る
歌
は
な
い
。

一
方
、
雁
と
「
萩
」
が
取
り
合
わ
せ
て
詠
ま
れ
て
い
る
例
は
八
首
あ
る
。

「
萩
」
は
、
万
葉
植
物
の
中
で
も
最
も
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
秋
の
代
表
的
植

物
で
、
「
萩
」
に
結
ぶ
館
と
と
も
に
、
「
萩
」
の
花
や
紅
葉
も
多
く
詠
ま
れ

て
い
る
。
次
の
歌
二
首
を
み
る
と
、

秋
刻
は
刷
に
逢
は
じ
と

も
」
〉
声
を
聞
き
て
は

今
朝
の
朝
明

雁
が
音
寒
く

州
剖
に
け
る

雲
の
上
に

鳴
き
つ
る
剰
の

ぬ
る
か
も

き|閥
lこが
け音
るを

聞
き
つ
る
桜
ベ
ロ
.

雁
が
ね
の

来
鳴
き
し
が
ベ
.U

ち|劇め
そが|た
めね|り
なの
む
声
聞
く
前
べ

.U
聞
き
し
が
.
べ

色|

野
辺
の
浅
茅
そ

寒
き
杭
べ
.

萩
の
下
葉
ト
ト

高
松
の

8
-
一
五
七
五
)

創
伺

野
の
上
の
草
そ

韓
衣

能
回
の
山(
lま 10

も|二

tl五
そ二

明
日
よ
り
は

(
叩
・
二
一
九
四
)

叫
羽

春
日
の
山
は

言
へ
れ
ば
か
〈
一
に
云
ふ
「
言
へ
れ
か

花
に
散
り
ぬ
る

(
叩
・
二
二
エ
ハ

一
一
九



雁
は
来
ぬ

ぶ

れ

に

け

り

(

叩

・

二

一

四

四

)

と
、
雁
の
飛
来
と
「
萩
」
の
落
花
が
歌
わ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
、
そ
の
裏

返
し
に
な
る
の
が
、

刷
洲
刈
の
初
声
聞
き
て
咲
き
出
た
る
や
ど
の
秋
刻
見
に
来

我

が

背

子

(

叩

・

二

二

七

六

)

の
歌
で
、
こ
の
歌
に
は
雁
の
飛
来
と
「
萩
」
の
開
花
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
「
萩
」

の
花
は
、
雁
が
飛
来
す
る
頃
に
散
る
と
い
わ
れ
、
そ
こ
か
ら
雁
と
「
萩
」

の
花
を
直
接
的
に
結
び
付
け
、
二
一
二
六
歌
の
よ
う
に
「
雁
の
声
に
よ
っ

て
萩
の
花
が
散
る
」
と
表
現
し
た
り
、
二
二
七
六
歌
の
よ
う
に
、
遅
れ
て

咲
き
始
め
た
「
萩
」
を
、
「
雁
の
初
声
を
聞
い
て
咲
き
出
し
た
」
と
表
現
し

た
の
で
あ
る
。
一
方
、
先
ほ
ど
の
「
も
み
つ
」
、
「
色
付
く
」
と
同
じ
く
、

鴨
が
「
萩
」
と
取
り
合
わ
さ
れ
て
詠
ま
れ
て
い
る
歌
は
な
い
。

ま
た
、
雁
が
「
寒
し
」
と
か
か
わ
っ
て
詠
ま
れ
て
い
る
歌
は
十
三
首
あ
る
。

こ
れ
ら
十
三
首
の
中
に
は
次
に
掲
げ
る
歌
(
一
五
七
五
)
の
よ
う
に
、
雁
の

声
が
「
寒
い
」
、
ま
た
は
雁
が
「
寒
く
」
鳴
い
て
、
山
、
革
、
葉
が
色
付
く

と
詠
ま
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
「
雁
の
鳴
き
声
が
寒
く
て
色
付
く
」

と
歌
わ
れ
る
背
景
に
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
雁
は
秋
に
飛
来
す
る
、
と
い

う
事
実
が
あ
る
。
そ
の
事
実
に
基
づ
い
て
、

雲
の
上
に
鳴
き
つ
る
刷
の
刻
剖
な
へ

刻
は
散
り
ぬ
と

さ
雄
鹿
の

鳴
く
な
る
声
も

う
ち

萩
の
下
葉
は

も
み
ち

一二

O

ぬ
る
か
も

(
8
・
一
五
七
五
)

矧

u

よ
そ
に
刷
が
音
聞
き
し
よ
り
は
だ
れ
霜
降
り

こ
の
夜
は
〈
一
に
云
ふ
「
い
や
ま
す
ま
す
に
恋
こ
そ
増
さ
れ
」
〉

(
叩
・
二
二
ニ
二
)

天
雲
の

の
よ
う
に
、
「
雁
の
声
が
寒
い
と
思
っ
た
ら

1
色
付
き
始
め
た
」
、
「
雁
の

声
を
聞
い
て
以
来
1
寒
い
」
と
歌
っ
て
い
る
。
た
だ
秋
に
な
っ
て
飛
ん
で

来
て
鳴
く
に
す
ぎ
な
い
雁
を
「
寒
し
」
と
結
び
付
け
、
あ
た
か
も
雁
の
鳴

き
声
が
「
寒
く
」
て
、
も
し
く
は
雁
が
「
寒
く
」
鳴
く
か
ら
色
付
く
、
と

い
う
よ
う
に
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
鴨
が
「
寒
し
」
と
取
り

合
わ
せ
て
詠
ま
れ
て
い
る
歌
は
二
首
あ
る
が
、
「
寒
き
タ
は
大
和
し
思

ほ
ゆ
」
(
六
四
)
、
「
寒
き
タ
し
汝
を
ば
偲
は
む
」
(
三
五
七

O
)
と
、
妻

(
妹
)
が
据
え
ら
れ
て
い
る
点
は
雁
の
歌
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
雁
の
歌
を
み
て
き
た
。
多
く
の
歌
が
「
も
み
つ
」
、
「
萩
」
、
「
寒

し
」
と
取
り
合
わ
さ
れ
て
詠
ま
れ
て
お
り
、
雁
に
関
す
る
知
識
や
発
想
を

背
後
に
、
歌
の
内
部
に
秋
を
代
表
す
る
景
と
し
て
取
り
込
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
雁
に
対
す
る
秋
の
最
物
と
し

て
の
あ
り
様
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

雁
の
相
聞
と

「
使
い
」

次
に
、
用
例
は
少
な
い
が
、
相
聞
に
歌
わ
れ
て
い
る
雁
の
歌
を
み
て
い



く
。
次
表
の
よ
う
に
、
雁
は
相
聞
に
五
首
歌
わ
れ
て
い
る
。

第
一
例
(
二
ハ
一
四
)
は
、

遠
江
守
桜
井
玉
、
天
皇
に
奉
る
歌
一
首

そ
の
初
雁
の

も|九
月
の

便
り
に
も

恩

8

・
一
六
一
四
)

で
あ
る
。
「
雁
の
便
り
」
と
は
、
周
知
の
通
り
、

昭
帝
即
位
数
年
、
旬
奴
奥
レ
漢
和
親
、
漢
求
コ
武
等
-
、
旬
奴
説
言
↓
J

武
死
一
、
後
漢
使
復
至
一
一
旬
奴
¥
常
事
諦
一
一
其
守
者
、
奥
倶
得
↓
一
夜

見
・
、
云
々
、
教
二
使
者
・
、
調
一
一
単
子
一
言
、
天
子
射
-
一
上
林
中
一
得
レ

服
、
足
有
レ
係
二
白
書
一
、
言
武
等
在
一
某
海
中
一
、
使
者
大
事
、
知
一
-

悲
語
一
以
誠
一
一
単
子
一
、
単
子
視
-
左
右
¥
市
驚
謝
二
漢
使
一
日
、
武
等

実

在

。

(

『

漢

書

蘇

武

伝

』

)

と
あ
る
よ
う
に
、
消
息
を
も
た
ら
す
使
い
の
雁
の
こ
と
を
い
う
。
一
首
は
、

桜
井
王
が
天
皇
か
ら
の
便
り
を
期
待
し
て
奉
っ
た
も
の
で
あ
る
。

第
二
例
士
=
ヱ
ハ
六
)
は
、

雁
に
寄
す
る

万
葉
集
の
雁
考

出
で
て
去
な
ぱ

カ

今
日
今
日
と
言
ふ

に

年

そ

経

に

け

る

{

叩

・

二

二

六

六

)

で
あ
る
。
第
二
句
「
天
飛
ぶ
雁
の
」
は
、
下
の
「
泣
き
ぬ
」
の
比
輪
、
す

な
わ
ち
妻
の
比
輸
で
、
「
大
空
を
鳴
き
渡
る
雁
の
よ
う
に
妻
が
泣
く
に
違

い
な
い
の
で
、
旅
に
出
る
こ
と
も
で
き
ず
年
が
経
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
、

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
男
の
気
持
ち
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

第
三
例
(
二
二
七
六
)
、

花
に
寄
す
る

珂
飛
ぶ
雁
の

見
に
来

咲
き
出
た
る

や
ど
の
秋
萩
(
叩
・
二
二
七
六
)

臓
が
我
が
背
子

に
つ
い
て
『
全
注
』
は
、
「
男
性
問
で
詠
ま
れ
た
と
も
と
れ
る
が
、
萩
の
花

を
口
実
に
夫
の
来
訪
を
促
し
た
妻
の
歌
と
と
る
の
が
、
自
然
で
あ
ろ
う
」

と
す
る
。
一
首
は
「
雁
の
初
声
を
聞
い
て
咲
き
出
し
た
わ
が
家
の
秋
萩
を

見
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

第
四
例
(
二
二
九
四
)
は
、

秋
さ
れ山
ぱに

雁|手
飛|る

立
ち
て
も
居
て
も

君
を

田
山

し
そ
恩
ふ

(
凶
・
二
二
九
四
)

で
あ
り
、
こ
の
歌
の
上
三
句
は
「
立
つ
」
を
起
す
序
詞
で
、
第
二
句
の
「
雁

飛
び
越
ゆ
る
」
は
、
第
三
句
の
「
龍
岡
山
」
を
歌
う
た
め
に
用
い
ら
れ
て



い
る
だ
け
で
、
雁
は
、
相
聞
に
は
か
か
わ
っ
て
い
な
い
。

最
後
の
第
五
例
(
三
二
八
一
)
は
、

謝
料
剖
刊
叫
l
付
寸
剖
刻
刻
剖
汁
刷
州
剖
パ
削
|
と
よ
み
て

ぬ
ぱ
た
ま
の
夜
も
ふ
け
に
け
り
さ
夜
ふ
く
と
あ
ら
し
の
吹
け

ば

立

ち

待

つ

に

我

が

衣

手

に

:

:

:

(

口

・

三

二

八

一

)

で
あ
る
が
、
待
っ
て
も
来
な
い
人
を
待
つ
女
の
気
持
を
表
す
の
に
、
雁
の

鳴
き
声
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
五
首
中
、
二
二
六
六
歌
(
第
二
例
)
、
二
二
七
六
歌
(
第
三
例
)
、

三
二
八
一
歌
(
第
五
例
)
の
三
首
は
た
し
か
に
雁
に
か
か
わ
っ
て
詠
ま
れ
た

恋
歌
で
あ
る
が
、
残
る
二
首
は
雁
と
恋
と
が
直
接
的
に
か
か
わ
っ
て
い
な

い
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
雁
が
恋
情
と
か
か
わ
っ
て
詠
ま
れ

た
例
は
わ
ず
か
三
首
に
留
ま
る
こ
と
に
な
る
。
雁
は
、
恋
歌
に
は
な
じ
ま

な
い
鳥
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
巻
八
と
巻
十
の
「
秋
雑
歌
」

に
三
十
七
首
も
歌
わ
れ
て
い
た
雁
が
、
相
聞
の
巻
で
あ
る
巻
四
と
巻
十

一
・
十
二
に
は
一
首
も
歌
わ
れ
て
い
な
い
理
由
も
説
明
で
き
る
と
思
わ
れ

る。
一
方
、
相
聞
に
分
類
さ
れ
て
い
な
い
が
、
恋
歌
的
に
解
釈
で
き
そ
う
な

雁
の
歌
も
あ
る
。

タ
霧
に

劇
倒
き
て
過
ぎ

す
ベ

な
き
ま
で
に

(
9
・
一
七
O
二
)

一
一一一一

り|春
草
を

馬
咋
山
ゆ

越
え
来
な
る

開
削
倒

lま

相
り
過
ぐ
な

9
-
一七
O
八

し

こ|明
そlけ
暗
の

(ω
・
二
一
二
九

朝
鋳
隠
り

鳴
き
て
行
く

雁
は
我
が
劃

に
出
口
げ

雁
を
使
ひ
に

得
て
し
か
も

奈
良
の
(
日
・
三
六
七
六

山
飛
び
越
ゆ
る

雁
が
ね
は

八
月
七
日
の
夜
に
、
守
大
伴
宿
祢
家
持
が
館
に
集
ひ
て
宴
す
る

歌

今
朝
の
朝
明

秋
風
寒
し

時
近
み
か

雁j
カ2

昨

m
カ
H
U

遠
つ
人

も

(
口
・
三
九
四
七

社禁

騒
く
ら
む

秋
風
寒
み

に
剰

U
と

常

陸

さ

し

言

し

て

付

け

て

矧

吋

品

円

剖

(

却

・

四

三

六

六

)

ま
ず
、
第
一
例
(
一
七
O
二
)
は
人
麻
呂
歌
集
所
出
の
用
例
で
、
「
妻
の

家
の
辺
り
で
し
き
り
に
鳴
い
た
雁
が
、
(
今
)
夕
霧
の
中
を
来
鳴
い
て
通
り

ま
し
た
。
せ
つ
な
く
な
る
ほ
ど
に
」
と
歌
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
例
(
一

七
O
八
)
も
人
麻
目
歌
集
所
出
歌
で
あ
り
、
雁
を
家
郷
の
妻
か
ら
の
使
い

行
か
む
服
も
が

我
が
恋
を



と
見
立
て
て
、
雁
の
声
だ
け
を
聞
い
て
「
越
え
来
な
る
」
、
「
宿
り
過
ぐ
な

り
」
と
推
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

続
く
第
三
例
(
一
二
二
九
)
は
、
「
私
の
恋
し
い
思
い
を
妹
に
告
げ
て
く

れ
」
と
歌
い
、
朝
霧
の
中
を
鳴
い
て
行
く
雁
を
「
使
い
」
と
見
立
て
て
い

る。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
第
一
例
(
一
七
O
二
)
の
「
夕
・
霧
に
来
鳴
き
て

過
ぎ
ぬ
」
も
「
雁
の
使
い
」
と
理
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
従
来
の
注
釈
書
は

ふ
れ
て
い
な
い
が
、
一
首
は
タ
霧
の
中
を
鳴
い
て
通
り
過
ぎ
た
雁
を
、
妻

か
ら
の
使
い
と
思
い
、
そ
の
声
を
聞
く
と
妻
の
こ
と
が
恋
し
く
思
わ
れ
る

と
い
う
、
「
雁
の
使
い
」
を
詠
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
第
四
例
(
三
六
七
六
)
、
第
八
例
(
四
三
六
六
)
に
は
、
故
郷
に
い

る
妻
へ
思
い
を
伝
え
る
「
雁
の
使
い
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

第
五
例
(
三
六
八
七
)
は
、
山
を
飛
び
越
え
る
雁
に
「
都
に
行
く
の
な
ら
、

実
に
逢
っ
て
来
て
く
れ
」
と
歌
い
、
右
の
歌
々
と
同
傑
「
雁
の
使
い
」
を

詠
ん
で
い
る
。

最
後
に
第
六
例
(
三
九
四
七
)
と
第
七
例
(
三
九
五
三
)
は
、
家
持
が
国

守
と
し
て
越
中
に
赴
任
し
て
一
ヶ
月
目
に
行
わ
れ
た
宴
席
で
の
十
三

首
(
三
九
四
三
1
三
九
五
五
)
中
の
家
持
作
歌
で
あ
る
。
こ
の
二
首
は
三
九

四
七
歌
(
第
六
例
)
の
第
三
句
「
遠
つ
人
」
と
、
一
二
九
五
三
歌
(
第
七
例
)

の
結
句
「
そ
の
川
」
の
解
釈
が
割
れ
て
い
る
。
三
九
五
三
歌
(
第
七
例
)
の

万
葉
集
の
雁
考

「
そ
の
川
」
に
つ
い
て
『
総
釈
』
は
、

略
解
と
古
義
と
は
、
京
の
中
に
あ
る
河
と
し
て
を
る
。
し
か
し
、
南

方
に
あ
た
る
奈
良
の
都
に
は
や
く
雁
が
来
る
と
い
ふ
こ
と
も
、
事
実

に
そ
む
い
て
を
る
。
代
匠
記
精
選
本
に
「
そ
の
河
過
と
は
、
雁
の
住

む
胡
国
の
川
漫
な
り
」
と
あ
る
の
に
従
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
雁
の
住

む
国
の
川
の
ほ
と
り
で
、
使
と
し
て
南
を
さ
し
て
飛
び
立
と
う
と
し

て
、
鳴
き
さ
わ
い
で
を
る
の
で
あ
ら
う
。

と
、
雁
の
飛
来
の
時
期
と
結
び
付
け
て
解
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
集

成
』
は
、
「
川
は
佐
保
川
を
思
い
浮
べ
た
」
と
解
し
て
お
り
、
雁
は
都
か
ら

来
る
も
の
と
し
て
把
健
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
当
該
三
九
五
三
歌
(
第

七
例
)
と
同
じ
場
で
詠
ま
れ
た
他
の
歌
を
み
る
と
、
都
の
妻
へ
の
思
い
を

詠
ん
だ
家
持
の
次
の
よ
う
な
歌
が
あ
る
。

天
ざ
か
る

榔
に
月
経
ぬ

然
れ
ど
も

結|

家|開
にlけ
リな
て|く

紺

て
し
組
を

(
げ
・
2

一
九
四
八
)

誰
か
知

思
ぶ
心
を
(
げ
・
三
九
五
O
)

ら
む
も

こ
の
二
首
に
は
、
家
で
妻
が
結
ん
で
く
れ
た
紐
、
そ
の
紐
を
都
を
離
れ

て
来
て
一
ヶ
月
経
っ
た
今
も
解
き
あ
け
た
こ
と
が
な
く
(
一
二
九
四
八
)
、
ひ

た
す
ら
妻
を
思
う
心
(
三
九
五
O
)
が
詠
ま
れ
、
家
持
が
望
郷
の
念
、
妻
へ

の
思
い
を
深
め
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
妻
へ
の
思
い
が
当
該
三
九

一
一一一一一



五
三
歌
(
第
七
例
)
の
「
雁
の
使
い
」
に
託
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
結
句
の
「
そ
の
川
」
が
ど
こ
の
川
を
指
し
て
い
る
の

か
確
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
「
雁
に
雁
信
を
連
想
し
、
更
に
京
に
残

し
て
来
た
妻
を
連
想
す
る
」
(
『
窪
田
評
釈
』
)
の
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な

い
だ
ろ
う
。

す
る
と
、
三
九
四
七
歌
(
第
六
例
)
も
雁
の
使
い
を
詠
ん
で
い
る
可
能

性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
第
三
句
の
「
遠
つ
人
」
は
、
「
単
な
る
枕
調
で
は

な
く
、
都
と
異
郷
を
結
ぶ
『
雁
』
に
よ
せ
て
、
都
を
偲
ぶ
」
気
持
を
表
わ

し
て
い
る
表
現
な
の
で
あ
る
。
こ
の
一
首
に
は
、
遠
い
北
方
か
ら
渡
っ
て

く
る
雁
を
人
に
見
立
て
、
「
遠
く
の
人
の
音
信
を
運
ぶ
鳥
と
さ
れ
た
雁
を

通
し
て
、
都
(
妻
)
の
消
息
を
待
つ
心
が
託
さ
れ
て
い
る
」
(
『
釈
注
』
)

の
で
あ
る
。

以
上
、
こ
れ
ら
の
歌
八
首
は
、
相
聞
に
分
類
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

妹
(
妻
)
か
ら
の
、
あ
る
い
は
妹
(
妻
)
へ
の
思
い
を
詠
ん
だ
恋
歌
と
い

っ
て
よ
く
、
い
ず
れ
の
歌
に
も
「
雁
の
使
い
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
注
目

に
値
す
る
。

あ
ら
た
め
て
「
雁
の
使
い
」
の
歌
を
み
て
み
た
い
。
歌
を
時
代
順
に
並

べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

繁
き
雁
が
ね

蜘
が
あ
た
り

す
ベ

タ
親
に

な
き
ま
で
に

(
9
・
一
七

O
二
/
人
麻
呂
歌
集
)

二
一
四

春
草
を

越
え
来
な
る

刷
叫
倒
叫
は

(
9
・
一
七

O
八
/
人
麻
目
歌
集
)

馬
咋
山
ゆ

宿
り
過
ぐ
な

り

遠
江
守
桜
井
王
、
天
皇
に
奉
る
歌
一
首

そ
の
捌
劇
吋
J
倒
引
に
も

聞
こ
え
来
ぬ
か

九
月
の

思
ふ
心
は

も

8
-
二
ハ
一
四
/
桜
井
王
)

天
飛
ぶ
や
刷
剖
倒
川
町
に

得
て
し
か
も

奈
良
の
都
に

言
告
げ

遺
ら
む

(
日
・
三
六
七
六
/
遺
新
羅
使
人
)

山
飛
び
越
ゆ
る

妹

あ

し

ひ

き

の

が

都

に

行

カ

l

組

叫

廿

剰

刺

(

日

・

三

六

八

七

/

遣

新

羅

使

人

)

八
月
七
日
の
夜
に
、
守
大
伴
宿
祢
家
持
が
館
に
集
ひ
て
宴
す
る

歌

も|今
朝
の
朝
明

秋
風
寒
し

調
叫
刈

雁
が

(
げ
・
三
九
四
七
/
家
持
)

カヨ

lま

倒
叫
同
劇
む
と

秋
風
寒
み
そ
の
川
の

(
げ
・
三
九
五
三
/
家
持
)

騒
く
ら
む

上
に
常

陸

さ

し

記

し

て

付

け

て

矧

叫

剖

剖

(

却

・

四

三

六

六

/

物

部

道

足

)

明

け

暗

の

鳴

き

て

行

く

刷

叫

謝

料

剥

l
射
叫
制
け

こ

そ

(

凶

・

二

一

二

九

)

}

万
葉
前
期
の
人
麻
白
歌
集
所
出
歌
か
ら
第
四
期
の
家
持
、
物
部
道
足
作

行
か
む
胴
も
が

妹|

出
制
が
砲
を

朝
霧
隠
り



歌
ま
で
お
よ
そ
全
期
に
わ
た
っ
て
散
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
九
首
の
中

で
、
雁
書
が
直
接
歌
わ
れ
て
い
る
の
は
四
三
六
六
歌
の
み
で
あ
る
が
、
い

ず
れ
も
雁
信
の
故
事
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
動
く
ま
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
こ
れ
ら
の
九
首
の
う
ち
一
首
、

す
な
わ
ち
桜
井
王
が
聖
武
天
皇
に
奉
っ
た
一
六
一
四
歌
を
除
く
八
首
が
恋

歌
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
大
き
い
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。

先
ほ
ど
の
「
雁
の
使
い
」
と
か
か
わ
っ
て
い
な
い
恋
歌
が
、
三
首
し
か
な

か
っ
た
こ
と
と
合
せ
て
考
え
る
と
、
雁
は
、
「
雁
の
使
い
」
以
外
、
恋
歌
に

は
不
適
当
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。

以
上
、
雁
の
恋
歌
と
「
雁
の
使
い
」
の
歌
を
み
て
き
た
。
雑
歌
に
お
い

て
秋
の
景
物
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
た
雁
は
、
相
聞
に
お
い
て
は
恋
歌
に
相

応
し
く
な
い
烏
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
「
雁
の
使
い
」
に
限
つ

て
は
恋
歌
の
題
材
と
な
り
、
雁
全
体
の
認
識
に
対
し
て
特
異
で
あ
っ
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
次
に
鴨
の
歌
に
つ
い

て
み
て
い
く
。

四

鴨
の
歌

鴨
(
あ
ぢ
を
含
め
て
)
は
集
中
に
三
十
五
首
歌
わ
れ
て
い
る
。
歌
わ
れ
て

い
る
季
節
を
み
る
と
、
次
の
表
の
よ
う
に
、
季
節
が
は
っ
き
り
し
な
い
歌

が
目
立
ち
、
雁
が
秋
に
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

万
葉
集
の
雁
考

ま
た
、
部
立
て
を
み
る
と
、
雑
歌
に
偏
っ
て
い
る
雁
に
比
べ
て
、
鴨
は

相
聞
に
多
く
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
こ
で
雁
と
比
較
す
る
た
め
、
鴨
が
詠
ま
れ
て
い
る
秋
の
歌
五
首
(
表

中
の
太
字
)
を
み
て
み
た
い
。
ま
ず
、
最
初
の
例
(
四
六
六
)
は
、

我
が
や
ど
に
花
そ
咲
き
た
る

し
き

心
も
行
か
ず

二
人
劃
叶
刷

は|

そ
を
見
れ
ど

手|

り

て
も

3

・
四
六
六

で
あ
る
が
、
「
亡
妾
悲
傷
歌
」
と
呼
ば
れ
る
家
持
の
亡
妻
挽
歌
で
、
傍
線
部

の
「
水
鴨
な
す
二
人
並
び
居
」
は
、
鴨
が
よ
く
雌
雄
並
ん
で
水
に
浮
か

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
男
女
仲
睦
ま
じ
く
寄
り
添
っ
て
い
る
こ
と
に
た
と

一
二
五



え
た
表
現
で
あ
る
。
「
水
鴨
」
の
比
輸
が
用
い
ら
れ
る
ほ
ど
、
鴨
は
、
恋
情

と
密
接
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
雁
の
秋
の
歌
の
よ
う
な
、

鴨
と
秋
と
の
関
係
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

次
の
第
二
例
(
七
一
一
)
は
、

鴨
烏
の
遊
ぶ
こ
の
池
に
木
の
葉
落
ち
て
浮
き
た
る
心
我
が

尉
叫
川
河
川
口

(
4
・
七
一
一
)

で
あ
る
。
こ
の
歌
の
上
三
句
は
「
浮
き
た
る
」
を
起
す
序
詞
で
、
「
浮
き
た

る
心
」
と
は
、
水
面
に
落
ち
た
木
の
葉
が
風
の
ま
ま
に
あ
ち
ら
こ
ち
ら
漂

う
よ
う
に
、
安
定
し
な
い
浮
気
な
心
を
意
味
す
る
。

続
く
第
三
例
(
一
七
四
四
)
は
、

埼
玉
の
小
埼
の
沼
に

E
U
そ
翼
掛
る

己
が
尾
に

り
置
け
る

霜
を
払
ふ
と
に
あ
ら
し

(
9
・
一
七
四
四
)

で
あ
り
、
鴨
が
自
分
の
尾
に
降
り
か
か
っ
た
霜
を
払
っ
て
い
る
と
歌
わ
れ
、

「
鴨
の
羽
に
霜
が
置
く
と
い
う
描
写
は
、
よ
く
そ
の
季
節
に
適
っ
て
い
る
」

(
『
新
大
系
』
)
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
、
次
に
掲
げ
る
歌
の
よ
う
に
、

葦

辺

行

く

叫

|

矧

附

引

寸

寒

き

タ

は

対

刺

リ

剖

ほ
ゆ
タ
さ
れ
ば

葦
辺
に
騒
き

ー
・
六
四
)

醐
叶

我|明
がlけ
尾|来
に|れ
さ|は|ぱ
寝
と
ふ|
も
の
を

白
た

霜|沖
な|に
降|な
り|づ
そlさ
と|ふ

(
日
・
三
六
二
五
)

と
、
鴨
の
羽
と
霜
が
歌
わ
れ
る
中
に
、
妻
(
妹
)
が
想
定
さ
れ
て
い
る
点

は
注
目
さ
れ
る
。
鴨
と
霜
の
取
り
合
わ
せ
ば
、
鴨
を
秋
の
景
と
し
て
詠
む

た
め
の
表
現
と
い
う
よ
り
は
、
鴨
が
仲
よ
く
寄
り
添
っ
て
翼
を
差
し
交
わ

し
な
が
ら
降
り
か
か
っ
た
霜
を
払
う
と
い
う
点
か
ら
、
恋
情
的
情
趣
を
醸

し
出
す
た
め
に
用
い
ら
れ
た
表
現
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

第
四
例
(
三
五
七

O
)
を
み
る
と
、闘
洲
剖
叫

む|葦
の
葉

タ
霧
立
ち
て

一
一
一
六

寒
き
タ
し

制
剖
団
側
同

(
M
・
三
五
七
O
)

の
よ
う
に
、
第
三
例
(
一
七
四
四
)
と
同
様
、
鴨
の
声
と
妻
と
が
密
接
に
結

び
付
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
の
第
五
例
(
三
六
二
五
)
に
は
、

タ

さ

れ

ば

沖

に

な

づ

さ

ふ

明

の

劃
さ
し
交

我l明
が1け
尾|来
にlれ
さ|は|ぱ
寝
と
ふ|
も
の
を

白
た

ら
も

Jコ
ま
と|葦
た|辺
ぐIIこ
騒
き

り
そ
と

(
日
・
三
六
二
五
)

と
、
夫
婦
寄
り
添
っ
て
共
寝
を
す
る
さ
ま
が
鴨
に
擬
え
て
歌
わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
歌
を
み
て
く
る
と
、
鴨
は
、
秋
の
最
と
結
び
付
い
て
詠
ま
れ
て

い
る
よ
り
は
、
「
水
鴨
な
す
」
の
よ
う
に
恋
歌
的
文
脈
で
詠
ま
れ
て
お
り
、

や
は
り
、
雁
が
秋
の
景
物
と
か
か
わ
っ
て
詠
ま
れ
て
い
る
の
と
対
照
的
と

い
え
る
。



続
い
て
、
次
の
鴨
の
歌
を
み
て
み
た
い
。

軽
の
池
の
淵
岡
伺
剖
姻
剖
鴨
す
ら
に

な
く
に

玉
藻
の
上
に
(
3
・
三
九
O
)

あ
ぢ
群
の
と
を
よ
る
海
に
舟
浮
け
て

ゆ
な
我
妹
子
に
恋
ふ
れ
に
か
あ
ら
む

安
け
く
も
な
き

鴨
す
ら
も
己
が
つ
ま
ど
ち
あ
さ
り
し
て

と
い
ふ
も
の
を

水
久
君
野
に
鴨
の
湖
吋
の
す

川
刻
刻
樹
刻
刻
川
町

葦
辺
行
く

ほ
ゆ

む|葦
の
葉

白
耳
国
る
と

人
に
知
ら

(
7
・
一
二
九
九
)

沖
に
住
む

(u
・
二
八
O
六
)

後
る
る
聞
に

児
ろ
が
上
に

一三=三， ""旬、
:.:'1 12 
-， . 
ろ1= 
j ー

延10
rJ九

てl二

(
M
・
三
五
二
五
)

鴨
の
羽
が
ひ
に

霜
降
り
て

一
、
き
タ
凶

利
和
し
思

1

・
六
四
)

タ
霧
立
ち
て

立
ち
の
騒
き
に

相
見
て
し

こ
れ
ら
の
歌
は
、
相
聞
に
詠
ま
れ
て
い
る
十
七
首
の
う
ち
の
五
首
(
三

九
O
、
一
二
九
九
、
二
八
O
六
、
三
O
九
て
三
五
二
五
)
と
、
相
聞
に
分
類
さ

れ
て
い
な
い
が
、
恋
歌
的
に
解
釈
で
き
そ
う
な
三
首
(
六
回
、
三
五
七
O
、

万
葉
集
の
雁
考

四
三
五
四
)
で
あ
る
。
歌
を
み
る
と
、
雁
の
恋
歌
で
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
相

聞
的
表
現
が
際
立
つ
。
池
や
沖
に
「
住
む
」
と
い
う
表
現
や
、
「
浮
く
」
、

「
浦
回
行
き
回
る
」
、
「
寝
」
、
「
恋
ふ
」
、
「
這
ふ
」
な
ど
と
い
っ
た
表
現
は
、

雁
の
恋
歌
が
「
雁
の
使
い
」
に
集
中
し
て
い
る
の
と
異
な
る
。
や
は
り
、

鴨
は
、
雁
と
は
違
っ
て
恋
情
と
か
か
わ
っ
て
詠
ま
れ
る
傾
向
が
強
い
と
い

え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
鳴
の
歌
三
十
五
首
の
う
ち
、
半
分
を
超
え
る
二

十
首
が
恋
歌
で
あ
る
こ
と
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。

五

万
葉
集
に
お
け
る
雁

以
上
、
集
中
の
雁
と
鴨
の
歌
を
み
て
き
た
。
続
い
て
、
そ
の
中
で
も
極

め
て
特
徴
的
と
み
ら
れ
る
「
雁
の
使
い
」
に
つ
い
て
論
を
進
め
る
。
こ
の

点
を
論
じ
る
た
め
に
、
ま
ず
上
代
に
み
え
る
「
烏
の
使
い
」
に
つ
い
て
述

べ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

「
烏
の
使
い
」
は
『
古
事
記
』
に
も
み
え
る
。

・
「
天
若
日
子
、
久
し
く
復
奏
さ
ず
。
又
、
局
れ
の
神
を
遺
し
て

か
天
若
日
子
が
流
し
く
留
ま
れ
る
所
由
を
聞
は
む
」
と
と
ひ
き
。
是

に
、
諸
の
神
と
思
金
神
と
、
答
へ
て
白
さ
く
、
「
矧

1
4叫
矧
刻
剖
湖

引
ペ
リ
」
と
ま
を
す
時
に
、
詔
ひ
し
く
、
「
汝
、
行
き
て
:
:
:
」
・

亦
、
其
の
雄
、
還
ら
ず
。
故
、
今
に
、
諺
に
「
矧
州
側
倒
」
と
日
ふ

本

は

、

是

ぞ

。

(

「

上

巻

忍

穂

耳

命

と

遁

々

芸

命

」

)

一
二
七



こ
こ
で
は
維
が
使
い
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
允
恭
記
」
の
、

軽
太
子
が
大
前
小
前
宿
禰
に
捕
ま
え
ら
れ
た
後
、
軽
大
郎
女
に
歌
い
か
け

る
ウ
タ
の
中
に
は
、

故
、
其
の
軽
太
子
は
、
伊
余
湯
に
流
し
き
。
亦
、
流
さ
む
と
せ
し
時

に
、
歌
ひ
て
日
は
く
、

烏
も
使
そ

天
飛
ぷ

聞
え
む
時
は

我
が
名
問

が
出
回
の

は

さ

ね

(

記

八

四

)

の
よ
う
に
、
伊
予
と
大
和
と
言
葉
を
伝
え
合
う
の
に
空
を
飛
ぶ
鳥
、
鶴
を

使
者
と
し
て
見
立
て
て
い
る
。
「
鶴
の
使
い
」
に
つ
い
て
『
新
編
全
集
』
は
、

烏
の
中
で
も
鶴
が
選
ば
れ
た
の
は
、
渡
り
の
鳥
だ
か
ら
。
遠
い
距
離

で
も
渡
り
の
烏
な
ら
使
い
と
な
る
。
長
く
続
く
で
あ
ろ
う
別
離
の
時

間
を
覚
悟
し
な
が
ら
、
年
に
一
度
言
葉
を
通
わ
す
こ
と
が
願
わ
れ
て

い
る
。

と
す
る
。
し
か
し
、
「
鶴
の
使
い
」
に
し
て
も
前
述
の
「
維
の
使
い
」
に
し

(mv 

て
も
、
な
ぜ
鶴
や
維
が
選
ば
れ
た
か
は
様
々
な
説
が
あ
っ
て
決
め
難
い
。

た
だ
し
、
烏
を
使
い
と
し
て
捉
え
る
発
想
が
万
葉
以
前
の
時
代
か
ら
あ
っ

た
こ
と
は
認
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。

鳥
を
使
い
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
土
橋
寛
氏
(
『
古
代
歌
謡
全
注
釈
古

事
記
編
』
角
川
書
庖
・
一
九
七
二
年
)
は
、

烏
は
霊
魂
の
姿
と
見
ら
れ
(
鳥
形
霊
て
ま
た
霊
魂
を
運
ぶ
も
の
と
か
、

一
二
八

祖
霊
の
乗
り
物
な
ど
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
、
そ
こ
か
ら
言
葉
を
運
ぶ

使
い
の
観
念
も
う
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
述
べ
て
い
る
。
土
橋
書
の
い
う
、
「
烏
は
霊
魂
:
:
:
霊
魂
を
運
ぶ
も
の
」

と
し
て
捉
え
る
観
念
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
倭
建
命
の
魂
が
白
鳥
と
な
っ
て

飛
ん
で
い
く
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
話
か
ら
も
知
ら
れ
る
し
、
そ
の
よ
う
な
観

念
が
、
言
葉
を
伝
え
る
「
使
い
の
烏
」
と
い
う
発
想
を
生
ん
だ
の
で
あ
ろ

う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
。

ま
た
、
万
葉
集
の
巻
十
一
の
人
麻
日
歌
集
所
出
歌
に
は
、

寝
ね
ぬ
朝
明
に
矧
剣
叫
こ
ゆ
か
く
渡
る

妹
に
恋
ひ

叫
か

と
、
夜
明
け
に
飛
び
渡
っ
て
い
く
鴛
驚
を
使
い
と
歌
う
例
が
あ
る
。
こ
の

「
鴛
鴛
の
使
い
」
が
、
雁
信
の
故
事
を
鴛
驚
に
応
用
し
た
も
の
で
あ
る
か
、

烏
を
人
の
魂
の
象
徴
と
見
る
日
本
の
古
く
か
ら
の
伝
統
で
あ
る
か
を
確
定

す
る
の
は
難
し
い
が
、

烏
に
使
を
連
想
す
る
の
は
伝
統
的
な
感
情
で
あ
る
か
ら
、
さ
し
て
甚

し
い
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
男
は
、
雌
雄
む
つ
ま
じ
い
鴛
鷲

に
さ
う
し
た
感
を
つ
な
い
だ
こ
と
に
慰
み
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。

u
・
二
四
九

(
『
窪
田
評
釈
』
)

と
理
解
す
る
の
が
当
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
鴛
鴛
を
仲
睦
ま
じ

い
と
す
る
の
は
、
『
日
本
書
紀
』
の
ウ
タ
に
、



山
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鴛
鴛
二
つ
居
て

誰
か
率
に

偶
ひ
よ
く

偶
へ
る
妹
を

け
む

(
紀
一
一
三
)

と
あ
る
よ
う
に
よ
く
知
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
鴛
講
の
仲
睦
ま
じ
さ
と
、

右
に
掲
げ
た
「
維
の
使
い
」
や
「
鶴
の
使
い
」
の
よ
う
な
、
言
葉
を
伝
え

る
鳥
と
い
う
発
想
が
重
な
り
合
い
、
「
恋
の
使
い
」
と
し
て
の
鴛
鷲
が
詠
ま

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
あ
ら
た
め
て
「
雁
の
使
い
」
を
み
て
み
た
い
。
雁
は
、
前
述
の
よ

う
に
秋
の
景
物
と
し
て
の
あ
り
様
が
形
成
さ
れ
、
恋
歌
に
は
な
じ
ま
な
い

鳥
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
日
本
に
は
「
使
い
の
烏
」
と
い
う

発
想
が
古
く
か
ら
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
雁
が
恋
歌
に
詠
ま
れ
た

の
は
、
漢
籍
の
雁
信
の
影
響
を
抜
き
に
は
考
え
ら
れ
ま
い
。

言
葉
や
言
霊
を
運
ぶ
も
の
と
し
て
「
使
い
」
と
な
る
鳥
、
「
恋
の
使
い
」

に
な
る
鳥
、
と
い
う
古
来
の
発
想
が
あ
っ
て
、
そ
こ
に
雁
信
の
故
事
が
入

る
こ
と
に
よ
り
、
恋
歌
に
は
適
さ
な
い
鳥
で
あ
っ
た
雁
が
、
恋
歌
に
お
い

て
「
使
い
」
と
し
て
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
雁
の
使
い
」
の
早
い
例
は
人
麻
巴
歌
集
に
み
え
る
が
、
前
に
ふ
れ
た
「
維

の
使
い
」
や
「
鶴
の
使
い
」
は
集
中
に
一
例
も
な
い
。
ま
た
、
「
鴛
鴛
の
使

い
」
も
先
ほ
ど
の
人
麻
呂
歌
集
の
一
首
の
み
で
以
降
詠
ま
れ
る
こ
と
は
な

A
2
}
 

く
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
使
い
」
が
第
四
期
に
二
例
み
え
る
だ
け
で
あ
る
。
こ

こ
か
ら
考
え
る
と
、
万
葉
和
歌
に
あ
っ
て
は
、
雁
信
の
故
事
が
及
ぼ
し
た

万
葉
集
の
雁
考

影
響
は
大
き
く
、
維
や
鶴
、
鴛
驚
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
と
い
っ
た
「
使
い
」
と

し
て
の
烏
は
、
雁
に
収
散
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
「
雁
の

使
い
」
と
い
っ
て
も
、
雁
書
が
直
接
歌
わ
れ
て
い
る
の
は
一
例
の
み
で
、

他
は
雁
に
託
す
言
伝
て
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
蘇
武
伝
の
雁
書
が
「
恋
の
使

い
」
で
は
な
い
の
に
、
集
中
の
「
雁
の
使
い
」
の
大
半
が
恋
歌
的
文
脈
で

詠
ま
れ
て
い
る
の
は
、
漢
籍
の
雁
信
を
背
景
と
し
て
、
「
使
い
」
と
し
て
の

雁
の
意
味
が
広
ま
っ
た
と
理
解
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
雁
の
意
味
の

広
ま
り
に
は
、
古
く
か
ら
日
本
に
あ
っ
た
「
烏
の
使
い
」
が
、
言
葉
を
伝

え
る
「
使
い
」
、
「
恋
の
使
い
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
の
で
は
な
か
ろ

・フか。

(
忽
)

と
こ
ろ
で
、
『
懐
風
糠
』
に
は
、
雁
が

刺
巣
夏
色
辞
り
、
朋
樹
利
剖
門
剖
刺
パ
川
。

刷

刺

寸

割

引

叫

えl寂
智
蔵

秋
日
言
志

(
道
公
首
名
・
秋
宴
)

寒
附
唱
ひ
て
柳
葉
瓢
り
、
樹
刷
劇
川
寸
麓
花
落
ら
ふ
。

(
山
田
史
三
方
「
序
」
)

(
下
毛
野
朝
臣
虫
麻
呂
・
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
)

酬
は
息
む
涼
風
の
暮
、

は
飛
ぶ
明
月
の
秋
。

(
安
部
朝
臣
府
庭
・
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
騒
客
)

二
一
九



し
、
軽
蝋
樹
を
抱
き
て
吟
く
。

石
上
朝
臣
乙
麻
呂
・
担
寓
南
荒
附
在
京
故
友
)

タ
鴛
霧
の
裏
に
迷
ひ
、
暁
厩
雲
の

し
刻
。

石
上
朝
臣
乙
麻
呂
・
贈
旧
識
)

と
、
秋
の
訪
れ
を
告
げ
る
雁
の
声
や
、
帰
る
燕
と
飛
来
す
る
雁
、
夏
の
ひ

ぐ
ら
し
と
秋
の
雁
の
取
り
合
わ
せ
と
し
て
登
場
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら

の
七
例
の
う
ち
五
例
は
飛
来
や
秋
空
、
雲
間
を
飛
ん
で
い
る
雁
を
詠
ん
で

お
り
、
『
懐
風
藻
』
に
お
い
て
は
雁
は
秋
の
景
物
と
し
て
詠
ま
れ
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
、
「
雁
の
使
い
」
が
詠
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
万
葉
和
歌
は
漢
籍
の
雁
信
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
も
と
も
と
日
本

に
あ
っ
た
使
い
の
烏
の
観
念
と
融
合
さ
せ
、
和
歌
に
お
け
る
「
恋
の
使
い

の
雁
」
と
い
う
、
雁
像
を
作
り
出
し
た
の
で
あ
る
。

夜
の
秋
空
を
飛
ぶ
雁
は
、
秋
を
代
表
す
る
景
物
と
か
か
わ
り
な
が
ら
、

秋
の
代
表
的
景
物
と
し
て
雑
歌
の
世
界
を
形
成
す
る
。
そ
の
傍
ら
で
は
、

「
鶴
の
使
い
」
、
「
鴛
煮
の
使
い
」
な
ど
の
使
い
の
鳥
は
、
「
雁
の
使
い
」
に

(
U
}
 

収
赦
し
て
い
き
、
思
い
を
伝
え
る
鳥
の
代
表
と
し
て
後
世
の
『
古
今
集
』
な

ど
に
詠
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

...L-
1'¥ 

む
す
び

集
中
の
雁
は
、
多
く
が
秋
の
季
節
的
観
念
を
表
す
も
の
と
し
て
歌
わ
れ

一
三

O

て
い
る
。
そ
し
て
、
恋
歌
に
お
い
て
は
「
恋
の
使
い
」
と
し
て
詠
ま
れ
て

い
る
の
が
そ
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。
前
者
が
習
性
に
よ
る
も
の
な
ら
、

後
者
は
雁
信
の
故
事
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
漢
籍
の
雁
信
の

故
事
の
影
響
に
よ
り
、
万
葉
以
前
の
時
代
か
ら
日
本
に
あ
っ
た
「
烏
の
使

い
」
は
「
雁
の
使
い
」
に
収
赦
し
て
い
き
、
「
雁
の
使
い
」
だ
け
が
恋
歌
に

残
さ
れ
る
。
季
節
的
観
念
が
強
か
っ
た
雁
が
恋
歌
に
詠
ま
れ
た
の
は
、
漢

籍
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

習
性
に
よ
っ
て
盛
ん
に
季
節
的
観
念
と
し
て
歌
わ
れ
、
恋
歌
に
な
じ
ま

な
い
烏
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
雁
は
、
漢
籍
の
影
響
に
よ
っ
て
、
恋
歌

の
「
使
い
の
烏
」
と
し
て
歌
わ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
点
に
お
い
て

万
葉
集
に
お
け
る
雁
は
、
秋
を
代
表
す
る
烏
で
あ
り
な
が
ら
、
「
恋
の
使

い
」
を
代
表
す
る
烏
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

【注】(
1
)
 

432  

歌
の
引
用
は
塙
本

m
l
聞
に
よ
る
。
た
だ
し
、

t

R

 

が
あ
る
。

鴨
は
巻
八
の
「
春
相
聞
」
に
一
首

(
8
・
一
四
五
一
)
の
み
あ
る
。

巻
四
と
巻
十
一
・
十
二
に
鴨
(
あ
ち
を
含
め
て
)
は
十
首
歌
わ
れ
て
い
る
。

「
仁
徳
記
」
(
仁
徳
紀
も
同
様
}
に
は
、
「
雁
」
の
記
事
が
あ
り
、
渡
り
鳥
で
あ

る
雁
が
日
本
で
生
む
は
ず
の
な
い
卵
を
生
み
、
そ
う
し
た
あ
り
え
な
い
こ

と
が
起
き
た
こ
と
が
瑞
祥
と
さ
れ
て
い
る
。

冒
頭
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
雁
と
鴫
は
日
本
に
は
秋
に
北
方
か
ら
飛

一
部
私
に
改
め
た
箇
所

5 



来
し
、
春
に
帰
る
渡
り
鳥
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
の
類
似
点
か
ら
両
烏
を
比

較
の
対
象
と
し
た
。

九
四
八
、
四
一
四
四
、
四
一
四
五
、
四
三
六
六
歌
の
四
首
。

一
五
二
二
、
一
五
四

O
、
一
五
七
五
、
一
五
七
八
、
一
七

O
三
、
二
一
八

て
一
二
八
三
、
二
一
九
て
一
二
九
四
、
二
一
九
五
、
二
二

O
八
、
二

二
一
二
、
二
二
一
四
、
四
一
四
五
、
四
二
九
六
歌
の
十
五
首
。

一
五
七
五
、
二

O
九
七
、
二
三
ヱ
ハ
、
一
二
四
四
、
二
二
七
六
、
三
六
九

て
四
二
二
四
、
四
二
九
六
歌
の
八
首
。

一
二
ハ
一
、
一
五
四

O
、
一
五
五
六
、
一
五
七
五
、
一
五
七
八
、
一
七
五

七
、
二
二
三
一
、
一
二
八
一
、
二
二

O
八
、
二
二
二
一
、
三
二
八
て
三

九
四
七
、
三
九
五
三
歌
の
十
三
首
。

注
釈
書
名
は
、
通
行
の
略
称
を
用
い
た
。

こ
の
他
に
も
恋
歌
的
に
解
釈
で
き
そ
う
な
歌
に
、
一
五
一
玉
、
一
五
六
二
、

一
五
六
三
、
一
五
七
四
、
二
二
ニ
二
(
異
伝
)
歌
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の

歌
五
首
は
、
艇
が
恋
と
は
か
か
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
戯
れ
歌
で
あ
っ

た
り
、
ま
た
は
恋
歌
と
は
い
え
な
い
も
の
で
あ
る
。

「
述
つ
人
」
に
つ
い
て
は
、
「
雁
の
使
い
」
と
促
え
る
説
(
『
集
成
』
、
『
万

葉
集
(
講
談
社
文
庫
)
』
、
『
釈
注
』
)
と
、
た
だ
速
い
所
か
ら
渡
っ
て
く
る

雁
を
人
に
見
立
て
た
と
す
る
説
(
『
窪
田
評
釈
』
、
『
新
編
全
集
』
、
『
全

注
』
)
に
分
か
れ
て
い
る
。

(
ロ
)
『
そ
の
川
」
に
つ
い
て
は
、
北
方
の
国
の
川
と
す
る
説
(
『
代
匠
記
(
梢
)
』
、

『
総
釈
』
、
『
全
釈
』
、
『
注
釈
』
、
『
古
典
全
集
』
、
『
窪
田
評
釈
』
)
、
都
の
奈

良
の
川
と
す
る
説
(
『
略
解
』
、
『
古
義
』
、
『
集
成
』
、
『
釈
注
』
)
、
越
中
の

川
と
す
る
説
(
『
新
大
系
』
)
、
未
知
の
世
界
と
す
る
説
(
『
新
編
全
集
』
)

な
ど
、
機
ざ
ま
な
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。

(
M
)

こ
の
他
に
も
諸
注
釈
帯
が
、
「
雁
に
託
し
て
都
へ
の
使
を
し
よ
う
と
い
ふ

の
で
あ
ら
う
」
(
『
全
釈
』
)
、
「
こ
の
地
を
通
っ
て
都
へ
の
使
い
に
」
(
『
万

7 6 8 9 11 10 12 

万
葉
集
の
雁
考

15 

葉
集
(
講
談
社
文
庫
)
』
)
、
「
三
九
四
七
の
白
歌
を
受
け
継
い
で
、
・
:
:
・
雁

を
妻
の
使
者
と
見
立
て
た
も
の
」
(
『
釈
註
』
)
、
「
雁
は
自
分
の
思
い
を
伝

え
に
、
越
中
か
ら
都
へ
向
か
っ
て
飛
ん
で
行
く
と
促
え
て
い
る
は
ず
で
あ

る
」
(
『
新
大
系
』
)
と
述
べ
て
い
る
。

森
淳
司
氏
(
「
万
葉
集
宴
席
歌
考
|
天
平
十
八
年
八
月
七
日
、
大
伴
家
持

の
館
の
集
宴
歌
十
三
首
|
』
美
夫
君
志
二
六
号
・
一
九
八
二
年
)

作
歌
年
代
の
不
明
な
二
一
二
九
歌
は
仮
に
前
作
に
則
し
た
。

伊
藤
博
氏
「
家
と
旅
」
(
『
万
葉
集
の
表
現
と
方
法
下
』
塙
書
房
・
一
九

七
六
年
)

鴨
の
歌
十
二
首
(
三
九

O
、
七
一
て
七
二
六
、
一
四
五
て
二
七
二

O
、

二
八

O
六
、
二
八
三
三
、
三

O
九
O
、
三

O
九
一
、
三
五
二
四
、
三
五
二

五
、
三
五
二
七
)
と
、
あ
ぢ
の
歌
五
首
(
四
八
五
、
四
八
六
、
一
二
九
九
、

二
七
五
て
三
五
四
七
)
を
合
わ
せ
た
十
七
首
。

『
古
事
記
』
の
引
用
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
古
事
記
』
に
よ
る
。

相
磯
貞
三
氏
(
『
記
紀
歌
話
全
註
解
』
有
精
堂
・
一
九
六
二
年
)
は
鶴
の

使
い
に
つ
い
て
、
記
八
四
と
一
群
を
な
す
前
二
歌
(
記
八
二
・
八
三
)
の
「
天

飛
ぶ
艇
の
慎
子
」
の
地
名
「
軽
」
が
、
「
艇
」
の
意
味
を
持
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
「
雁
は
、
上
代
人
の
観
念
の
上
の
国
士
、
即
ち
、
常
世
の
国

か
ら
飛
来
し
て
、
有
力
な
霊
魂
を
人
間
に
付
着
さ
せ
、
復
活
せ
し
め
る
と

い
う
信
仰
に
基
づ
く
禽
烏
で
あ
る
。
従
っ
て
、
水
禽
の
鳴
戸
を
聞
い
た
時

に
、
対
手
の
名
を
呼
ぶ
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
招
魂
の
目
的
物
に
鶴
(
た
ず
)
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ

る
」
と
す
る
。
ま
た
、
堆
の
使
い
に
つ
い
て
『
新
編
全
集
』
は
、
維
が
遊

ば
れ
た
こ
と
を
疑
問
に
し
な
が
ら
「
後
出
の
『
維
の
頓
使
』
と
い
う
諺
か

ら
発
想
さ
れ
た
か
」
と
頭
注
を
つ
け
て
い
る
。
更
に
、
平
舘
英
子
氏
「
『
鶴

が
音
』
考
」
(
『
万
葉
集
研
究
第
二
十
六
集
』
塙
書
房
・
一
一

O
O四
年
)

は
、
鶴
の
使
い
に
つ
い
て
「
『
烏
も
使
い
そ
』
が
『
多
一
旦
賀
泥
(
鶴
が
音
)
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の
聞
え
む
時
は
』
と
聴
覚
に
導
か
れ
て
い
る
点
と
に
注
意
し
た
い
・

姿
は
は
っ
き
り
し
な
い
遠
く
か
ら
、
聞
こ
え
な
い
は
ず
の
そ
の
戸
が
遥
か

に
聞
こ
え
る
、
そ
の
霊
妙
さ
こ
そ
が
、
二
人
を
繋
ぐ
使
い
と
し
て
感
得
さ

れ
て
い
る
事
を
意
味
し
よ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
維
の
使
い
に

つ
い
て
も
そ
の
戸
の
謹
妙
さ
か
ら
、
「
『
鳥
の
使
い
』
は
姿
が
は
っ
き
り

と
せ
ず
、
そ
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
る
こ
と
に
こ
そ
意
味
が
求
め
ら
れ
て
い

た
」
と
す
る
。

『
日
本
書
紀
』
の
引
用
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
日
本
書
紀
』
に

よ
る
。
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
使
い
」
二
首
。

暇
な
み
来
ざ
り
し
君
に
削
剖
剖
剖
叶
l
制
叫
叶
剥
.
剥
刊
l
矧

剖
耳
目
叶
引

(
8
・
一
四
九
八
)

故
郷
の
奈
良
忠
の
岡
の
叫
剖
剖
剖
叶
司
剖
例
制
引

Ul--川

村

叫

制

問

剖

明

言

・

一

五

O
六
)

(
お
)
『
懐
風
藻
』
の
引
用
は
『
岡
本
古
典
文
学
大
系
懐
風
蹴
文
革
秀
腿
集

本
朝
文
粋
』
に
よ
る
。

歌
の
引
用
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
金
集
古
今
和
歌
集
』
に
よ
る
。

春
く
れ
ば
雁
帰
る
な
り
白
雲
の
道
ゆ
き
ぶ
り
に
言
や
っ
て
ま
し

{
春
上
三

O〉

秋
風
に
ば
っ
か
り
が
ね
ぞ
聞
ゆ
な
る
誰
が
主
梓
を
か
け
て
来
つ
ら

む

〈

秋

上

ニ

O
七〉

21 2 
(
倒
的
)

(
パ
ク

ヒ
ス
ク
・
本
学
大
学
院
博
士
後
期
線
程
在
学
)


